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つながりのある地域社会へ 
 

 

 

総合学習センターは、平成１３年の開所から

１０年が経過しました。これまで市民の皆様の

生涯学習の充実を図ることを目的とし、「市民の

学習支援」や「学校教育・社会教育の支援」、さ

らには「学社連携・協働」を目指して取り組ん

できました。その結果、年々多くの市民の皆様

にご活用いただくようになりました。かつて「学

習」や「勉強」という言葉は、学校という場所

で、しかも人生の一時期に行われるものという

イメージがありましたが、現在では「いつでも、

どこでも、だれでも、だれとでも」というよう

に学ぶことができます。これからも市民利用の

施設として学習情報の提供や学習機会の提供を

行ってまいりますので、今年度もどうぞよろし

くお願いいたします。 

さて前述したように、私たちは生涯にわたって

様々なことを学びながら生きています。社会や人か

ら知識を受け継ぐということもあれば、自然界から

教えられることもたくさんあります。 

そして、それらから学んだ時、私たちは立ち止ま

って考え、社会のあり方や環境について話し合い、

より良く生きようとしてきました。様々な課題や困

難に直面した時も、私たちはそれらを乗り越えよう

と努力してきました。 

３．１１の大地震は、私たちにこれまでに経験の

ない恐怖と不安を与えました。多くの命が奪われ、

被災地の惨状は想像を絶するものでした。また被災

地から遠く離れた場所でも、地震の影響で家族との

連絡が取れなかったり、交通機関がストップして帰

宅できなかったりしました。さらには大震災後も停

電やスーパーマーケットの品薄、ガソリン不足がお

き、これから日本という国はどうなってしまうのだ

ろうと誰もが心配しました。 

 

 

 

 

総合学習センター所長 鈴木康仁 

毎日のように続いた余震は、子どもたちに「地球

が私たちをいじめている」と思わせ、地震を怖がる

子どもが増えたそうです。でも地球にとっては自然

の現象で、宇宙の視点で見れば、地球という星が自

然に活動しているということです。 

気仙沼市の中学校で行われた卒業式の答辞では、

感動的な言葉が述べられました。「自然の猛威の前

では人間の力は余りにも無力」で、自分たちの大切

なものが奪われて悔しいが、「天を恨まず、運命に

耐え、助け合って生きていくことが私たちの使命で

す」という内容でした。災害の惨禍のまっただ中で

も、力強く生きていこうとする立派な答辞に驚きま

した。そして、15才の少年の凛々しい決意の中に、

日本人としての誇りを感じました。 

今回の大きな犠牲をともなった災害により、私た

ちの生活は大きく変わりました。誰もが危機感をも

ち、お互いに助け合おうとする気持ちが大きくなり

ました。被災地の様子をテレビ等で見ると、仮設住

宅のとなりに仮設スーパーができ、避難所生活して

いるお店の人が避難所生活している人のために必要

な品揃えをしようと笑顔と涙で頑張っていました。

このことにも勇気をもらいました。すごいです。 

被災地だけでなく、近年忘れられていた、お互い

に助け合っていこうとする協調の精神が日本人によ

みがえってきたように思います。まさに成果主義が

生んだ競争社会から協調社会への転換が今求められ

ているのではないでしょうか。キーワードは「つな

がり」です。つながりのある地域社会をつくるため

当センターでも事業の充実を図ってまいります。 

 


